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ご う が い

れいわ ねん がつ ひょうごけん あんぜんか

令和６年７月兵庫県くらし安全課

こう つう じ こ

交通事故にあった
しょうがくせい にんずう れいわ ねん がつちゅう

小学生の人数（令和５年７・８月中）

にん

じ こ じ か ん た い

事故にあいやすい時間帯はいつでしょう？

ゆうがた じ

夕方の４～６時に
いちばんおお じこ

一番多く事故が

おきています！

しんごう あお おうだん みぎ ひだり みぎ かくにん

★ 信号が青になってから横断しましょう。かならず右・左・右を確認！

と ひょうしき いちじていし あんぜん たし

★ 「止まれ」の標識があるところでは、一時停止して、安全を確かめなければなりません！

じてんしゃ こうさてん つうこう そくど お とお

★ 自転車で交差点を通行するときは、速度を落として通りましょう。

くるま じてんしゃ と

★ 車や自転車がきていたら、かならず止まりましょう

いそ あんぜんだいいち どうろ ぜったい と だ

★ 急いでいても、安全第一！ 道路に絶対飛び出さない！

ひょうごけん

兵庫県だけでなんと･･･

保護者の方へ

こうさてん こうつうじこ

そのうち交差点での交通事故が

５３ にん

じてんしゃ こうつうじこ

自転車での交通事故が

とく なら ごと あそ かいもの

特に習い事や遊び、買物への
い かえ こうつうじこ

行き帰りに、交通事故にあう
しょうがくせい おお

小学生が多かったです。

５１ にん

しょうがくせい こ う つ う じ こ じかん れいわ ねん がつちゅう

小学生が交通事故にあった時間（令和5年７・８月中）
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訪問 登下校 買物
（人）

（日直

令和６年７月兵庫県くらし安全課
中学生の交通事故発生状況

（令和5年７・８月中）
死傷者数

５３人

【時間別】 （令和5年７・８月中）

このうち34人が自転車乗用中の事故です。

【行動目的別ランキング】

＼どこで事故が起こる？／

道路形状別ランキング

(令和５年７・８月中)

夏休みになると出かけたり

部活動や習い事に行くなど

自転車に乗る機会が

多くなるので

特に注意しましょう！

● 携帯電話を操作しながら・・・

● 音楽を聴きながら・・・

● 傘をさしながら・・・などの

ながら運転は、周囲の状況が分からなくなる

大変危険な行為ですので、絶対にやめましょう！

保護者の方へ ～交通安全は家庭から～

中学生の交通事故は多くが、交差点での発生となっています。

「車は来ないだろう」ではなく、
「車が来るかもしれない」と思うようにしましょう

１６～１８時が

一番多く交通事故が

発生しています！

２
位

１
位 ３

位

大人も子供も関係なく、自転車を利用するすべての人が

命を守るため、 を着用しましょう！



　　　

高校生の交通事故発生状況
（令和5年７・８月中） 事故にあったほとんどが

交差点で起こっています！

安全確認を怠らず

必ず止まって確認しましょう

楽
し
い

令和６年７月兵庫県くらし安全課

【時間別】

交差点

６５人

交差点付近

15人

単路

17人

死傷者数

９８人

【道路形状別】

「だろう」「はず」より、まず確認！

このうち

自転車乗用中の事故が

７１ 人

⚠自転車の事故が

全体の7割以上を占めています⚠

（令和5年７・８月中）

どんなときに事故が起こる？

【行動目的別】ランキング

１位 登下校（44人）

２位 買物（22人）

３位 訪問（20人）

保護者の方へ
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【時間別】
特に８～1８時に事故多発！！

登下校、部活や習い事、遊びや

買物等の行き帰りの際には

安全確認 を！！

● 携帯電話を操作しながら・・・

● 音楽を聴きながら・・・

● 傘をさしながら・・・などの

ながら運転は、周囲の状況が分からなくなる

大変危険な行為ですので、絶対にやめましょう！

大人も子供も関係なく、自転車を利用するすべての人が、

命を守るためにヘルメットを着用しましょう！

＋



　

もしも、交通事故を起こしてしまったら・・・
自転車に乗っていて、交通事故をおこしてしまっても、落ち着いて、以下のように行動しましょう。

① 相手や自分にケガがないか確認！

近くの人に助けてもらいましょう。

ケガがあるときは、１１９番通報します。（してもらう）
② 歩道など車がこない安全な場所へ避難しましょう。
③ １１０番通報し、警察官を呼びましょう。（呼んでもらう）

④ 親や先生に連絡しましょう。（してもらう）
※②③④はケガがなくても行います。

ハンドルに がたつき はないですか？

ブレーキはよく効きますか？

サドルの高さは適切ですか？

スポークに ゆがみ はないですか？

反射材は

しっかり光を

反射しますか？

チェーンはたるんでないですか？タイヤの空気圧は適切ですか？

カゴに がたつき はないですか？

ライトは

点灯しますか？

ベルは鳴りますか？

ヘルメットも

かぶってね

ブレーキがちゃんときくか

ブ・タ・ハ・しゃ・べる


